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Ⅰ　はじめに
　我が国の中高生の喫煙率の全国調査では、近年、
喫煙率の減少が報告されているが、2010 年の中学生
の喫煙経験率は男子 10.2％、女子 7.2％ 1) と喫煙経験
者が１割程度存在している。一方、小学生の親世代
である 20 歳代、30 歳代の喫煙率は男性では 34.2％、
42.1％、女性は 12.8％、14.2％と他の世代より高い。
佐賀県では、平成 18 年から県内すべての中学 1 年生
を対象に医師会と佐賀県が協力し防煙教育が行われ
ている。平成 18 年度に全県下で実施した際の調査で
は、中学 1 年生の時点ですでに喫煙経験のある者は
6.3％（男子 8.5％、女子 2.9％）であり 2)、防煙教育
を小学校高学年へ拡大する必要性が示唆されていた。
この結果に憂慮し、平成 21 年度から県内すべての小
学６年生へ防煙教育を拡大した。今回、小学６年生
の喫煙や受動喫煙の状況や、喫煙に対する意識、防
煙教育による効果及び、効果に及ぼす要因を明らか
にする目的で、平成 21 年度の防煙教育実施時に全児
童を対象に調査を実施したので報告する。

Ⅱ　方　法
１．対象者
　佐賀県内の全小学６年生への防煙教育の初年度で
ある平成 21 年度に、佐賀県健康福祉本部健康増進
課、教育委員会、佐賀県医師会の協力で、防煙教育
実施前後に、自記式の調査票を用いて無記名でのア
ンケート調査を行った。調査票を配布できた 173 校
中、回答のあった153校、7,585人（男3,861人、女3,707
人、無回答 17 人）について解析した（表１）。

（表１）防煙教育を行った小学校数と生徒数

対象小学校 １５３校
参加生徒 ７，５８５人

２．調査内容
　防煙教育実施前に、性別、受動喫煙の有無と受動
喫煙率、喫煙願望の有無、喫煙経験の有無、タバコ
の害についての知識の有無に関して、防煙教育実施
前後に「加濃式社会的ニコチン依存度調査票（Kano 
test for social nicotine dependence、KTSND、
Version 2、10 問 30 点満点）小学生用市原版」を用
いた調査を無記名で行った。

Ⅲ　結　果
１．対象者の喫煙、受動喫煙状況
　児童の喫煙経験、喫煙願望について、タバコを吸っ
たことがある（喫煙歴あり）と回答したのは 3.1％、
タバコを吸ってみたいと思う（喫煙願望あり）と回
答したのは 4.2％であった（図１）。喫煙願望、喫煙
歴を有する割合は、共に男子の方が有意に高かった。
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（図１）タバコを吸ってみたい・吸ったことがある場合 
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喫煙経験のある児童の吸った理由は、男女とも

に「何となく」が最も多く、次に「興味」、「親や

友達のすすめ」の順であった（図２）。 

吸った時期は、男子は小学５年生が最も多く、

次いで入学前、小学４年生と続いた。女子では小

学校入学前が最も多く、次いで小学５年、４年の

順であった（図３）。男女ともに、入学後は４年生

で急増した。いずれの学年でも、「何となく」の回

答が最も多いが、初めて吸った時期が早いほど「親

のすすめ」や「家にあった」が多く、学年が上が

るほど「興味」や「友達のすすめ」が増える傾向

があった。 

（図２）タバコを吸ったきっかけ 

 

（図３）はじめて吸った時期 

 

受動喫煙の有無で喫煙の害の知識には有意の差

は見られなかった（図４）。 

タバコに対する知識は、喫煙の害について知っ

ていると回答したのは 96％と大多数であったの

に対し、受動喫煙の害や依存性について知ってい

ると回答したのはそれぞれ 85％、85％と少なく、

運動や勉強への害については 69％と７割に満た

なかった。喫煙の害、依存性については女子の方

が、運動や勉強への害については男子の方が知っ

ている割合が多かった（図５）。 

（図４）喫煙の害を知っていると答えた頻度 

 

（図５）タバコの害を知っていると答えた頻度 
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喫煙経験のある児童の吸った理由は、男女ともに「何
となく」が最も多く、次に「興味」、「親や友達のす
すめ」の順であった（図２）。
　吸った時期は、男子は小学５年生が最も多く、次
いで入学前、小学４年生と続いた。女子では小学校
入学前が最も多く、次いで小学５年、４年の順であっ
た（図３）。男女ともに、入学後は４年生で急増した。
いずれの学年でも、「何となく」の回答が最も多いが、
初めて吸った時期が早いほど「親のすすめ」や「家
にあった」が多く、学年が上がるほど「興味」や「友
達のすすめ」が増える傾向があった。

受動喫煙の有無で喫煙の害の知識には有意の差は見
られなかった（図４）。
　タバコに対する知識は、喫煙の害について知って
いると回答したのは 96％と大多数であったのに対
し、受動喫煙の害や依存性について知っていると回
答したのはそれぞれ 85％、85％と少なく、運動や
勉強への害については 69％と７割に満たなかった。
喫煙の害、依存性については女子の方が、運動や勉
強への害については男子の方が知っている割合が多
かった（図５）。

　受動喫煙を受けている児童は 67％で、喫煙者は
父親 47％、祖父 17％、母親 15％の順に多く、男女
差はみられなかった。友人や兄弟との回答もそれぞ
れ１％と２％あった（図６）。

 
　講義前後のＫＴＳＮＤ総合スコア（表２）は、平
均 3.00 点（標準偏差 3.69）と有意に低下し（図７）、
０点の割合も講義前 15.4％から講義後 34.6％と講義
により改善がみられた（図７）。
　講義前では、平均 4.85 点（標準偏差 4.31）で、
層別にみると、男子 5.22（4.53）、女子 4.47（4.04）（図
８）、受動喫煙のある者は 5.07（4.45）、ない者は 4.41

（3.99）（図９）であった。他に喫煙願望のある者 
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11.2（5.54）、ない者 4.56（4.03）、喫煙経験のある者 7.59
（5.29）、ない者 4.75（4.24）であり、男子、受動喫煙、
喫煙願望、喫煙経験のある者で有意に高かった。
　喫煙経験、喫煙願望は、男子は女子より約２倍、
受動喫煙のある児童は、ない児童に比べ約３倍高
かった。喫煙願望に対して、タバコの害、受動喫煙
の害、勉強や運動への害についての知識は有意な負
の関連が、依存性についての知識は有意な正の関連
がみられた。喫煙経験と知識の有無には、有意な関
連はみられなかった。

 

　将来タバコを吸っていると思うかの問いに対し、
「そう思う、少しそう思う」と回答したものの割合
は、講義前 10.1％から講義後 5.9％（図 10）、この
あと一生のうち少なくとも 1 度くらいタバコを吸う
と思うかの問いに対し、「そう思う、少しそう思う」
と回答したものの割合は、講義前 24.0％から講義後
13.3％（図 11）と、いずれも有意に減少した。
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　佐賀県医師会が作成した防煙教育用スライドで、
印象に残ったことや思ったことを記述してもらっ
た。スライドでは、真っ黒な肺や肺ガンの写真が一
番多かった。他に 13 歳からタバコを吸い 34 歳で死
亡した男性、タバコを吸う女性の写真、タバコが原
因で手足を切断した男性、真っ黒な歯や歯肉、ウサ
ギの受動喫煙の映像などであった。タバコには有害
物質がたくさん含まれていることや、タバコは絶対
に吸わない、怖い嫌なものなどの記載が多かった（表
３）。

 

Ⅳ　考察
　佐賀県では、学校医により県内の全中学１年生と
小学 6 年生に対し防煙教育が実施されている。今回
の本調査では、喫煙経験者は 3.1％（男子 4.1％、女
子 2.0％）であり、平成 19 年の福井県の小学４～６
年生の男子 4.8％、女子 1.2％ 3) と同程度であった。
一方、喫煙願望は喫煙経験よりも多く、喫煙行動

に移さないための早期の対策の必要性が伺われた。
吸った理由は何となく、興味が多いが、親や友達の
勧めがそれぞれ約 1 割にみられている。これまでの
調査でも、小学生の喫煙経験者は両親からの勧誘が
多いことが報告されている 4)。本調査では、小学校
入学前に初めて吸ったと回答したものが喫煙経験者
の約 2 割におり、その中では、親の勧誘という回答
が多かった。また、喫煙時期が早い場合、家にあっ
たという回答も多いことから、まずは、家族の禁煙
が重要であり、それが達成できない場合は家にタバ
コを置かないといった環境整備の徹底が必要であ
る。初めて喫煙した時期（図３）の学年が上がるほど、
親のすすめや家にあったといった回答は減り、興味
や友達のすすめという回答が増加したことから、正
しい知識と、友人の誘いを断るためのスキルを小学
校低学年から身に着けていく必要性が示唆された。
　本調査集団の 66.9％が受動喫煙を受けていた。こ
れは平成 19 年の福井県の小学４～６年生の家庭内
喫煙者 63.5％ 3) と同程度であり、児童の受動喫煙防
止対策が十分でない現状が明らかとなった。また、
周りの喫煙者として友人との回答が 1％あったこと
は小学 6 年生の中に習慣化した者が存在する恐れを
示唆すると考えられた。
　児童の喫煙経験に対し、男子や受動喫煙の関連が
以前より指摘されてきたが 3) 5)、本調査でも男子は
女子に比べ２倍、受動喫煙があるものはないものに
比べて約３倍、喫煙経験や喫煙願望を示す割合が高
かった。一方、タバコの害、受動喫煙の害、勉強や
運動への害についての知識がある者で、喫煙願望を
有する割合が低かったが、依存性について知ってい
ると答えた者に喫煙願望がある割合が多かった。前
者からは、正しい知識を持つことで喫煙願望が抑え
られる可能性が示唆された。一方、後者について
は、やめにくいと知っていても喫煙してみたいとい
う心理、あるいは、やめられないほど魅力的なもの
という誤認した状態を反映すると推測される。ニコ
チン依存についての正しい知識の提供が必要と思わ
れる。そして何より、家族の禁煙を推進し、受動喫
煙を防止することが重要である。
　KTSND 総合スコアの成人を対象とした先行研究
では、現在喫煙者 16 ～ 19 点、喫煙未経験者 10 ～
11 点であると報告されている 6)。小学生を対象とし
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ったことは小学 6 年生の中に習慣化した者が存在

する恐れを示唆すると考えられた。 

児童の喫煙経験に対し、男子や受動喫煙の関連

が以前より指摘されてきたが 3) 5)、本調査でも男

子は女子に比べ２倍、受動喫煙があるものはない

ものに比べて約３倍、喫煙経験や喫煙願望を示す

割合が高かった。一方、タバコの害、受動喫煙の

害、勉強や運動への害についての知識がある者で、

喫煙願望を有する割合が低かったが、依存性につ

いて知っていると答えた者に喫煙願望がある割合

が多かった。前者からは、正しい知識を持つこと

で喫煙願望が抑えられる可能性が示唆された。一

方、後者については、やめにくいと知っていても

喫煙してみたいという心理、あるいは、やめられ

ないほど魅力的なものという誤認した状態を反映

すると推測される。ニコチン依存についての正し

い知識の提供が必要と思われる。そして何より、

家族の禁煙を推進し、受動喫煙を防止することが

重要である。 

KTSND 総合スコアの成人を対象とした先行研究

では、現在喫煙者 16～19 点、喫煙未経験者 10～
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た報告では、遠藤らが函館市内の小学５・６生に
行った調査 5) では 5.33 点、星野らが平成 18 年度に
千葉県で行った調査 7) によると、小学６年生で 7.19
点、今野らが平成 22 年度に札幌市で実施した調査 6)

では 4.00 点と報告され、いずれも成人よりも低い。
小学生の KTSND 総合スコアは、性別、喫煙、受
動喫煙による影響を受けることが指摘されており 5) 

7)、本研究でもこれらを支持する結果が得られてい
る。
　小学生への防煙教育は、小学校教諭、養護教諭、
学校医、保健師、薬剤師などにより実施されており、
その有用性については、教育前後比較による喫煙願
望や、将来喫煙予測の低下 8) や KTSND 総合スコア
の低下 5) 6) 7)、追跡調査による喫煙開始抑制効果 6) 7) 9)

が報告されている。本研究により、防煙教育直後の
将来の喫煙予測や KTSND 総合スコアの改善効果
が大規模集団で確認できた。有意に正の関連を示し
たのは男児、受動喫煙あり、喫煙経験あり、喫煙願
望であった。

Ⅴ .　結論
　早い段階で正しい知識と断るスキルを獲得するこ
とで、喫煙願望を抑え、喫煙経験者を減らすことが
でき、より効果的な防煙対策ができる可能性が示唆
された。

◎本研究は、佐賀大学医学部社会医学講座予防医学
分野、佐賀県健康福祉本部及び佐賀県教育庁との共
同で行った。ご協力いただいた学校関係者、佐賀県
健康福祉本部の皆様に心より感謝申し上げます。
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